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融 神 社 (大津市伊香立南庄町)

源融 (河原左大臣)ゆかりの地

平安時代初期の公卿、源融がこの地に閑

居した頃に一面の鏡を埋め、その後、この

鏡を掘り出して神璽とし、源融を祀ったのが

はじまりとされています。都に大きな邸宅、,可

原院を持ったことから河原左大臣と呼ばれ

ました。河原院には多くの貴族が集まり、平

安文化を担ったとされています。源氏物語

の光源氏のモデルとも言われています。
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猿 力しイ申利k京都府綴喜郡宇治田原町)

猿丸太夫ゆかりの地

平安時代の末期、現在の大津市大石

曽東町に猿丸太夫の墓があったとさ

れ、江戸時代初期に、ほぼ現在の地に

遷し祀られたときに、神社が創建されま l

した。猿丸太夫は古来、歌道の神とし

て崇められました。また“こぶ取りの

神"としても篤く信仰されています。
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小野堂 (参議堂)ゆかりの地

ご祭神の米餅掲大使命 (たかねつきおお

おみのみこと)は菓子作りの神様としても広

く信仰を集めています。境内には小野竺

(参議皇)を祀る小野竺神社や小野道風

を祀る小野道風神社があり、社殿はそれぞ

れ国の重要文化財に指定されています。
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監修 :林 和清 (歌人)

大津あきのた会
一般社団法人全日本かるた協会に加盟する百人一首競技かるたの愛

好団体。近江勧学館を中心に練習会等の活動をしています。全国競技か

るた各会対抗団体戦優勝3回、国民文化祭(滋賀県チーム)準優勝2回。

協力大 津 市 観 光振興課 TdЮ7752&2750

http://www.otsu.or.jp/Tel.077-524‐ 3905(近江勧学館)

●
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>最近は勧学館の2階ロビーにあるソフアが
観光に来る人の撮影スポットに!。 映画「ち

はやふる」で千早が座つていた場所で記

念撮影する人が増えていま丸

1近江神宮と競技かるた

「ちはやふる」をきっかけに、近江神宮の

近江勧学館は「競技かるたの殿堂」と呼ばれ

て有名になりました。全国高等学校かるた選

手権大会は1979年 (昭和54年 )に滋賀県で全

国高校総体 (イ ンターハイ)が開かれるのに

あわせて始まりました。第1回 は8校の参加

でしたが、2016年 (平成28年 )に は全国代表
と海外の56校、個人戦にはおよそ1500人 が出

場しています。日本―を決める名人戦・クイー

ン戦は 1月 初旬の土曜、その翌日には高松宮

記念杯が近江勧学館で開催されます。他にも

年間を通じて数多くの競技かるたの大会や行

事がおこなわれています。

667年 (天智天皇 6年)に 大津京に遷都 し

た天智天皇をご祭神とする近江神官は、1940

年 (昭和15年 )に創建c境内からびわ湖も見
わたせます。社殿は昭和造りまたは近江造り

と呼ばれ、1998年 (平成10年 )に 国の登録文

化財になりました。朱塗りの楼門は映画や漫

画の「ちはやふる」でも有名です。

天智天皇は “大化の改新"を 行い、日本で

初めての戸籍をつくり、学校の

制度を始めるなど、それまでの

治世の改革に努めました。671年

(天智天皇10年 )に 日本で初めて

漏刻 (水時計)を つ くり、鐘を

たたいて時を知らせたと言われ

ており、境内には時計館宝物館、

漏刻、日時計などがあります。.

百人一首第 1番 の「あきのた

の…」の歌の原型は万葉集にあります。秋に

実った稲穂を収穫前に鳥や獣から守ろうと、

粗末な仮小屋で夜露に濡れながら見張りをす

る農民を歌ったものとされ、後に、慈愛深く、

改革を行った理想的な天皇とされた天智天皇
r

の作と伝わるようになりました。他にも額田

王をめぐる大海人皇子 (後の天武天皇)と の

恋のかけひきも有名です。
華

>勧学館 1階入口には、フアンの人が置い
てくれた「机くんノート」がありますち近

江神宮を訪れた感想や思い出を書いて
いつてくださいね。ヽ   ′
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―一天智天皇をご祭神とする「かるた」ゆかりの地



―

1天智天皇の詠んだ歌

天智天皇は額田王をめぐっての弟の大海人

皇子 (後の大武天皇)と の恋の逸話が有名で

す。大海人皇子と結婚していた額田王は、後

に天智天皇の妻となりますが、万葉集にはこ

んな歌が残されています。

(長歌 )

香久山は 畝傍ををしと
平梨と 相争ひき 神代より
かくにあるらし 古も
然にあよこそ うつせみも
姜を 4卜 3、 らしき

(反歌 )

香久山と手梨山とあひし時

たちて見に来し
`F商
回原

わたつみの立族雲に入口さし

こよひの月よさやけかりこそ

「大和は古来より、大和三山の畝傍山をめ

ぐって、天香久山と耳成山が争ったと` ぅヽ国

だ。神々でさえ恋のために争うのだから、恋

■

しい人のために戦っても当たり前ではないか」

という、強い思いが込められています。額田

王は天智天皇と結婚して晩年まで仕えますが、

その前に天智天皇と結婚していた鏡王女との

間にこんな歌のやりとりも残されています。

君待つと我が恋居れば我がやどの

差動か し秋の風吹 く  額ロエ

風をだに恋 3、 るはともし風をだに

来むとし待たば何か嗅かむ 鏡工女

阪智天皇のゴ理しを待っていると、簾が
動いたので、やっとお越しになったのかしら

と思って心ときめかせて見てみると、秋風の

いたずらでした」と詠んだ額田王に、鏡王女

が「風のいたずらであっても、 ドキ ドキする
のは羨ましいことですね。私のもとにはもう

その方は永久に来ないのですから」と歌で答

えたそうですc

額田王には、天智天皇に仕えるようになっ

てから、大海人皇子と交わしたという有名な

贈答歌があります。天智天皇が紫草の群生地

で有名な蒲生野で盛大な狩りを催したときの

歌です。

あかねさす紫野ゆき標野ゆき

野守は見ずや君が油振る

紫革のにはへる妹を憎くあらば

人姜ゆゑに我恋ひめやも

さ【1:11魂 illt(1」 11讐li箪:E:f

るのですか」という額田王に「あなたのこと

を厭わしく思うなら、どうして人妻であるの

を知りながらあなたに恋などするものでしょ

うか」と大海人皇子が答えたものです。

この歌は狩りの宴席の戯れで詠まれたもの

とも言われていますが、後に天智天皇の子・

大友皇子と大海人皇子は壬申の乱で戦うこと

になります。

>境内には、天智天皇が漏刻 (水時計)を
作つたのにちなみ、漏刻が設置されてい

ます。

>天智天皇は学問を奨励し、現在の南滋賀
に勧学堂を建てました。「近江勧学館」の

名前はそれに由来するものです。
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1階ロビーには映画や漫画の 「ち:Jlや

ふる」ゆかりの品も置Liて Liるんだ。

光′♭くんグッズも販売してLlるよ。
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>比叡山のもたて山には紀貫之の墓がありま丸
「古今和歌集」の選者であり「土佐日記」の

作者である貫之は74歳で没し、もたて山に葬

られました。お墓はきれいに整備されています。

>比叡山に登る坂本ケーブルは日本一長いケー
ブルカー。全長2025メートルを11分で登りま

す。「縁」号と「福」号が走つていますが、車

体の文字は第253代 天台座主 山田恵諦師が、

お参りする人に良いご「縁」と「福」が訪れ

るようにと書かれたそうで丸

慈円の歌「おほけなく浮世の民におほS、

かな わがたつれに昼染の袖」は、恋の

歌が多い百人一首の中で、仏教の力で世の

中を救おうと言うスケールの大きな歌として知ら

れています。貴族として摂関家に生まれながら、

若くして出家し、後には天台座主、大僧正と

して宗教界のトップに立つ慈円。この歌も最澄

が延暦寺の根本中堂を建てようとしたときの歌

「阿特多羅二貌二善提の仏たちわがたつ

れに冥加あらせたまへ」を踏まえたものです。
慈円は、歌を詠むのがたいへん好きで、決

められた時間の中でたくさんの歌を詠む速詠の

達人だったそうです。また、天台座主になっ

たときに、兄の一条院門跡・信円が、歌をた

くさん詠むことを趣味とする慈円に対して、天

台座主という立場を考えて1真重に行動すべき

だと苦言を呈したところ、慈円は、たいへんあ

りがたいお言葉ですが、と言いながら、「み

な人にひとつのくせはあるぞとよこれをば許
せ敷島の道」と歌で返したそうです。  .
慈 円が坂 本の僧 房で亡 くなったときには、

地元の人たちがみな嘆き悲しんだと言います c

そのお墓 は無動寺からさらに奥に入った山の

中にあります。

卜安楽律院には百人一首を選んだ藤原定家の歌 |

碑がありますも定家は坂本の日吉神社を深く
|

信仰し、72歳のときに出家して、爪と髪をここ |

に納めたと言われていま丸          |

卜慈円は藤原家に生まれ13歳で出家。無動寺 |

で千日入堂の修行を行いました。藤原俊成に |

師事し、後鳥羽院に近い歌人として歌合せな |

どで才能を発揮。承久の乱には後鳥羽院に幕
|

府との対立を避けるよう進言したと言われてい |

ます。                    |
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一―比叡山と前大僧正慈円

察
比叡山延暦寺 大津市坂本本町 4220 Tel.077‐ 578-0001

ぉ
ほ
け
な
く

霧曇看よ:『黒k贔ふ」「を行くとき
烙駅
曇

:雛扉1↑碍馨妾重ンガ
駅

群 ,1■黒じ甚lTしてい
らせてね。

〔

′

雲

鱈



圏

“

'ョ

士

`
】lデ́””
覇
颯
Ｅ
Ｆ

「

衣掛細`
、L_

摯

日吉大社■ 鑽
ｉ
高過
緒
笠
ｆ

ほ
う
ら
い

０
０
０
Ｐ凸

隣
“

白河法皇の皇女として生まれた式子内親

六歳で賀茂の斎院として神に仕えます。

にわたつて恋愛を禁じられる立場と|なっ

子内親王は、二十歳のとき病気により退

ることになります。その際に、唐崎神社

万で身を清め、斎院から俗世へ戻ります。

し、一度神に仕えた内親王は自由な結婚

されず、母や、弟の以仁王と暮らすこと

死。その後まもなく都を襲った大地震で大火

焼かれ、飢饉も起きて、住むところも転々

と変え、絶望的な日々を送るのです。そんな

式子内親王は叶わぬ恋の歌を数多く残しまし

た。百人一首に選ばれた歌「工の結よ絶え

なば絶えねながらへば しのぶること
の弱うもぞする」もそんな一首。この恋
の相手は百人一首を選んだ藤原定家ではない

かという説もあります。式子内親王が、藤原

俊成、定家の親子を歌の師としており、二人

の思いが通い合ったのではないかとして謡曲

「定家」にも描かれています。またほかに、

浄土宗の宗祖 法然上人への精神的な愛の′とヽ
を詠んだのではないか、との説もあります。

不幸な人生を送った内親王が唐崎神社で詠
んだ歌「みたらしや影絶えはつるな地
して しがの浪路に構ぞぬねにし」は、
もっとも幸福なころであった少女時代の頃を

思って詠んだ歌とも言われています。

>唐崎は、平安時代には「七瀬の祓 (しちせのはらい)」 の一つとして朝廷で行事を行うとき
に必ずお祓いを行う場所となり、多くの姫君たちがお祓いをされたことから、特に女性の信

仰を集めています。

レ境内の「唐崎の松」は近江八景の一つ「唐崎の夜雨」でも知られ、現在もその様子がうか

があ 貴重なもの。現在の松は三代目になりますが、歌川広重の「唐崎夜雨図」では枝が

びわ湖はで達する巨大な松として描かれていま丸 同じ松が金沢の兼六国にもあります。
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唐崎神社

唐崎神社 大津市唐崎―丁目 7-1 Te:.077‐ 578¨0009(日吉大社)
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天智天皇の娘である持統天皇は、夫・天武

天皇の崩御後、虐、子 草壁皇子を皇位につけ
るため、ライバルであった甥 。大津皇子を死

に追いやってしまいます。しかし草壁皇子は

病死。それは天智天皇の御霊が慰められてい

ないからだと言われ、女帝は父・天智が築い

た近江京の崇福寺へ皇族や宮廷歌人を派遣し

て祭祀を行わせました。

その折に同行したのが柿本人麻呂 (百人一

首の「あしびきの山鳥の尾のしだり尾
の ながながしよをひとりかも寝む」
の歌の作者)。 崇福寺を訪れ、わずか5年 しか

都がおかれなかった大津京の荒れ果てた様子

を見て、天智天皇の時代をしのび、自らが青

春時代を過ごした都をなつかしんで無常感を

歌に詠んだのです。「淡海の海夕波千鳥渋
が嗚けば むもしのにいにしへ思は

ゆ」びわ湖の情景がイメージされるこの歌は、

古来、名歌中の名歌とたたえられ、柳ヶ崎に

あるびわ湖大津館の湖畔には歌碑があります。

崇福寺跡は、今は丘の上に礎石が残るだけ

の場所ですが、当時は伽藍がたちならぶ大寺

院だったそうです。山道を少し上らないと行

けませんが、丘に上る道の横には志賀の大仏

と呼ばれる石仏があります。地元の人に守ら

れ、訪れる人の信仰を集めています。   `

>崇 福寺跡につながる旧山中越の道を |
詠んだ歌、春道列樹の「やまがわに風の |

かけたるしがらみは 流れもあえぬ紅 |
葉なりけり」も百人一首に入つていま丸  |

>びわ湖大津館は旧琵琶湖ホテルを改
装したもの。昭和初期の近代名建築で
「湖国の迎賓館」として昭和天皇をはじ

め、ヘレン・ケラーや、アメリカのリト優

ジョン・ウエインも訪れました。
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>関蝉丸神社には神職が常駐さ
れていないため、御朱印は滋

賀県神社庁 (長等公園そば)
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自然観察の森

ざ
珈ｍｔ

―

「これやこの…」の歌で知られる蝉丸は謎

の多い人物です。醍醐天皇第四皇子でありな

がら、盲目であったため逢坂山に捨てられ、

逢坂関の近くに庵を結んだといわれる蝉丸

は、琵琶法師の祖ともされています。小説や

ドラマの「陰陽師」にも登場する平安時代の

管弦の名手、源博雅が琵琶の秘曲を教えても

らおうと蝉丸を訪ねると、蝉丸の後ろには毎

晩、黒い衣を着たお坊さんがいました。ある

とき、そのお坊さんの後を博雅がついていく

と安養寺の観音堂のところで姿が消えてしま

いました。「蝉九の琵琶を聞いていた、あの

お坊さんは観音様だったのではないだろう

か」と博雅は思いました。この観音

>安養寺の立聞観音を拝観したい方は事前にお寺に連
絡してください。重要文化財のご本尊 (阿弥陀如来坐

像)や、観音堂の再建にあたった伊達政宗の書いた
扁額も見せてもらうことができま丸
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饒 急薫

として特に江戸時代まで

は絶大な信仰を集めま

した。今も逢坂山には

3つ の神社があり、そ

の中の一つ関蝉九ρ
社

には、様々な歌にも詠

まれた「関の清水」の

跡があり、5月 には「蝉

丸芸能祭」もおこなわ

れています。
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行尊は、三条天皇の皇子・敦明親王の子と

いう高貴な血筋に生まれましたが、十歳で父

を亡 くしヾ十二歳で出家し三井寺に入りまし

た。十七歳で寺を出て、吉野と熊野の間にあ

る大峰山で厳 しい修験道の修行に入 りまし

た。山に籠 り、断崖絶壁を登ったり、滝に打

たれたりする荒行を重ね、霊験あらたかな加

持祈祷の力を得たと言われています。「もろ

ともに…」の歌は、孤独な修行の中、嵐の後

で立派に咲く一本の山桜を見て、共感を覚え

て詠んだ歌とされています。加持祈祷により

しば しばその霊験を現 し、公家の尊崇も高

かった行尊は、鳥羽天皇の護持僧に抜擢され

ます。腰痛で立てなくなった天皇のために読

経し、手を差し伸べると天皇がすっと立ち上

がったとの逸話も残っています。

1116年 (永久 4年)に 三井寺の長吏となっ

た行尊は、金堂を建立するという悲願を果た

します。1123年 (保安 4年)に は天台座主と

なりますが、延暦寺との対立によりわずかo
日間で辞任しています。延暦寺により焼き討

ちにあった三井寺を思い詠んだ歌に「すみ

なれし式が古押はこの項や 浅茅がは

らに鶉なくらむ」があります。行尊は修行
中の感懐を素直にわかりやすく詠んだ歌を多

く残し、西行法師の歌にも影響を与えたとぎ

われています。

>「三井寺」の名前は、天智・天武・持統の三天皇の産湯に

用意いられたわき水 (三井の霊泉)があり「御井の寺」と
呼ばれていたからだそうで丸 その霊泉は金堂の西の関伽丼

屋の中に伝存していま九

>百人一首を選ぶことを藤原定家に頼んだという宇都宮蓮生頼
綱も三井寺とゆかりがありま丸 焼き討ちにあった三井寺を復

興する際に、山三社・拝殿を源実朝の名により建てたそうで丸

機
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>長等神社は、天智天皇が大津京鎮護のた

め長等山の岩倉の須佐之男大神を祀つた

のが始まりとされていま丸

>行尊の百人一首の歌「もろともにあはれと

思へ山桜 花よりほかに知る人もなし」
厳しい修行の最中に山で出あつた山桜の

花のほかに誰も自分の気持ちをわかつてく

れる者はいない…という歌は、映画「ち

はやふる」でも、机くんが千早たちの友

情を再確認するシーンで印象的に描かれ

ました。

「世 の中 よ道 こそなけ れ思 ひい る J4

の奥に も鹿 ぞな くな る」の了千人一首の歌

でも知られる藤原俊成は藤原,t家 の父であ

り、数々の歌合せの判者を務めた大歌人です。

歌人としても秀れた才能を発揮 した武士、

平忠度は俊成の和歌の弟子でした。忠度は平

家都落ちの際に、一 ll、 都を離れますが引き

返して俊成の家に赴き、今まで詠んだ歌百首

あま 1)を 納めた巻物を俊成に託 します。「勅

撰集の選者になられた時にはこの中から一首

でも選んでいただければこの上ない幸せJと

告げ去ってゆく忠度c俊成は涙ながらにそれ

を受け取ります.源平の合戦が激しくなる中、

忠度は一の谷の合戦で戦死。そのとき、腋に

結び付けられた文には、「行きくれて木の

下かげを宿とせば 花やこよひのある

じならまし」と|:う 歌が「旅寝の花Jと い

う題で詠まれていましたc

その後、「千載和歌集Jの選者となった俊成

は、忠度を哀れみ、「故郷の花Jと いう題で長

等山の桜を詠んだ一首「さざなみや志賀
の都は荒よにしを 昔ながらのJ4桜か

な」を選びます。朝敵となった忠度の名前を

出すことを憚り “詠み人知らず"と して入れ

たのです。

この逸話は、「平家物語」をはじめ能「俊

成忠度」など、多くの文学芸能に取り上げら

れており、唱歌「青葉の笛」の二番は、俊成

と忠度の逸話を次のように描いています。

えくる夜半に 門を敲き
式が師に託せし 言の葉あわれ
今わの際まで 持ちじ饉に
残叔るは「花や今宵」の歌

三井寺観
詈]]硼

０
０
０
●

上え如/

-1-1= 二

=

―  `

IJユ Jμ「~‐
｀
■匹

、  /´ ｀

fFfコ

質
‐
  ´ |イ

「

ど

A↓導冴『な賃ずΥ
l

一一藤原俊成と平忠度

要の縁:rill

閾
~天
藻請百弄ギn4‐ l Te:.077‐522…4411日



■
■

■

―
‐

―
■

石山寺は、紫式部が「源氏物語」の着想を

得て、物語を書き始めたところとして知られ

ています。1004年 (寛弘元年)に七日間石山

寺に参籠した紫式部は、選子内親王から新し

い物語を書くようにと言われていたこともあ

り、石山寺の観音様に良い物語が書けるよう

にと祈 りました。月の美しい夜に瀬田川に映

る月を見て、源氏物語の須磨の巻から書き始

めたと言われています。式部は思わず近くに

あったお経の裏に、物語を書き始めたので、

後からお詫びを込めて納めたという大般若経

や、式部が使つたとされる硯が宝物館に所蔵

型 理型望瞥.■ f

瀬田川大橋

妙真寺

熙

されています。

石山寺のご本尊は如意輪観世音菩

薩で、この世での幸せへの願いを聞

いてくれる仏さまとして、信仰を集

めました。京都から逢坂山を越えて

打出浜まで出て、そこから船で石山

寺への向かうルー トが一般的で、他

にも多 くの歌人が訪れています。

「蜻蛉日記」には右大将道綱母 (「な

げきつつひとう寝る夜のあく

るよは いかに久しきものと

かは知 る」の歌の作者)が夫の愛が得られ

ずに苦悩する気持ちを晴らそうと石山寺に参

詣したことが書かれています。寺に籠っても

澄んだ気持ちになれなかったことなど、自分

の気持ちを深く見つめた記述などには優れた

文学性があると評価されています。

>石山寺のご本尊、秘仏如意輪観世音菩薩
は33年に一度ご開扉されま丸 28年 12月

4日午前中まで特別拝観ができますよ。

本堂でお参りするときに引くことができる結

縁の組はご本尊とつながつているそうで丸
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【夫中臣能宣】
白波の打出の浜の秋風に

鹿の初音をそへて聞くかな

【藤原良経 】

桜きくレヒ良の山風吹くままに

花になりゆく恙賀の浦波

【藤原家隆 】

恙賀の満や遠ざかりゆく浪問よう

こはりて出づる有明の月

【後鳥羽院 】

駒並めてお出の浜を見わたせば

朝日にきわぐ恙賀の浦波

【夫僧工行専 】

思へども行くべき方もなき島に

夜ごとに月に誘はるるかな

雄大なびわ湖は古来、湖上交通が盛んでした。

紫式部はいやな相手から結婚を迫られたのを機

に、都を離れて父 藤原為時が越前の国司とし
て赴任するのに同行することにします。逢坂関を

越えて、打出浜から船に乗った式部は、船から

見える琵琶湖を見て「二尾の海に鋼引く民の

てまもなく立ち居につけて都恋しも」と歌を詠み

ました。都で暮らした式部にとって湖岸の風景は

たいへんめずらしかったのでしょう。その場所は白

情景は源氏物語の「須磨」の巻にも取

り入れられていると言われています。

百人一首の歌人の中では、大伴家持も29歳

で越中守に赴任するときに陸路を奈良から大津に

向かい、打出浜から船で旅に出たとされています。

和歌が低調であった時代に新風を吹き込み、

大歌人といわれた源俊頼の代表作と言われる名

歌は「鶉嗚く典野の入江の浜風に尾花な

みよる秋の夕暮」。真野浜の秋の風景を詠んだ

歌です。百人一首の選者・藤原定家は「雲の

ゆく堅口の奥やしぐるらむやや影じめる海女の

漁夫」と言う歌を残しています。

>白 髪神社前の湖の中には大きな鳥居が

立っていま丸 古来の伝説や狩野永徳の

作とも言われる「近江名所図会」で湖の

中に鳥居があつたとされることから、昭和

12年に復興されたそうで丸
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